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(a) 上記統計理論に基づく仕様決定法により、計数損失が 0.05 以下，圧力損失が 1.0×105 Pa 
以下となる蛍光フローサイトメトリー用の微小流路の設計を行い、短辺 20 m，長辺 40 
mの矩形の微小流路を設計した。また、50 個以上の生菌が含まれる確率が 99.9 %以上
となるように、検体（菌の最小数密度 1000個/mL）の測定量を計算し、測定量を 100 l
と設定した。 
(b) 生菌及び死菌を染色する蛍光色素に SYTO 41®（最大蛍光波長：450 nm）と LDS751（最
大蛍光波長：720 nm）を、死菌を染色する蛍光色素に SYTOX ORANGE®（最大蛍光波長：
570 nm）を選択した。生菌のみが SYTO 41®と LDS751 の蛍光を発し、夾雑物である死
菌、蛍光色素の粒子、野菜の色素体と生菌の判別が可能になった。  
(c) 大腸菌液中の生菌数を本装置と培養法で計測し，相関性を調べた。上記統計理論で決定




た。生菌数濃度が 1.0×103 -1.0×106 個/ml の範囲で相関係数 R2はほうれん草が 0.96，人
参が 0.91，紫キャベツが 0.90、もやしが 0.93 となり，本装置は培養法と高い相関性があ







(a) 上記統計理論に基づく仕様決定法により、設計した測定領域（プローブ域）(200 m × 350 
m)に分光した励起光(波長域：400 nm - 650 nm)を照射し、粒子の蛍光指紋（波長域：450 
nm – 700 nm）を計測可能な光学系を設計・製作した。粒子の流れ方向に励起光の波長を
短波長から長波長に変化させることで、粒子の蛍光指紋を取得する。  


























(1) 食品中の生菌数計測装置を設計・試作した。103-106 個/ml の生菌数密度における本装置
の測定結果と培養法の測定結果は高い相関性（R2=0.97 ）があり， 計測可能であること
を確認した。 
(2) 液中微粒子の蛍光指紋計測装置を設計・試作した。決定した粒子数密度範囲（1.0×104 個
/L以下）において、粒子 1個の蛍光指紋の計測が可能とであることを確認した。 
(3) 気中ウイルス含有粒子をインパクション捕集・蛍光検知するカートリッジおよび装置を
設計・試作した。決定した粒子数密度範囲（1.0×105 個/L以下）にて粒子数と装置の出
力値は高い相関性があり、計測可能であることを確認した。 
以上より、上記統計理論に基づく仕様決定方法は、生活圏内の生物由来粒子群の計測装置
の設計に有効であることを確認した。 
 
